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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】皮膚の温度および厚さを測定して皮膚類型を判
別する方法を提供する。
【解決手段】皮膚の体質によって皮膚類型を判別する新
規な方法に関し、皮膚の温度および厚さを測定するステ
ップ，測定値が属する皮膚体質群を決定するステップ、
及び、皮膚体質群に応じて皮膚類型を予測するステップ
を含む、判別方法である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮膚の温度および厚さを測定することを含む、皮膚類型を判別する方法。
【請求項２】
　前記方法は、
　（ａ）対象皮膚の温度および厚さを測定するステップ；
　（ｂ）前記測定値が属する皮膚体質群を決定するステップ；および、
　（ｃ）皮膚体質群に応じて皮膚類型を予測するステップ；
を含む、請求項１に記載の皮膚類型の判別方法。
【請求項３】
　前記ステップ（ａ）の前に、
　（ａ）´皮膚類型に応じて複数の皮膚体質群に分け、各皮膚体質群の皮膚類型の特性を
あらかじめ決定しておくステップ；
をさらに含む、請求項２に記載の皮膚類型の判別方法。
【請求項４】
　前記皮膚体質群は、
　皮膚の温度が基準点以下で、かつ皮膚の厚さが基準点以上であるグループ１；
　皮膚の温度が基準点以上で、かつ皮膚の厚さが基準点以下であるグループ２；
　皮膚の温度が基準点以上で、かつ皮膚の厚さが基準点以上であるグループ３；および
　皮膚の温度が基準点以下で、かつ皮膚の厚さが基準点以下であるグループ４；
を含む、請求項３に記載の皮膚類型の判別方法。
【請求項５】
　前記皮膚温度の基準点は３０～３１℃であり、前記皮膚の厚さの基準点は３～３．５ｍ
ｍである、請求項２～４のいずれか一項に記載の皮膚類型の判別方法。
【請求項６】
　判別される皮膚類型は、皮膚の水分量、油分量、粗さおよび弾力のいずれか一つ以上で
あることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の皮膚類型の判別方法。
【請求項７】
　測定される皮膚は、手または顔の皮膚であることを特徴とする、請求項１～６のいずれ
か一項に記載の皮膚類型の判別方法。
【請求項８】
　前記皮膚は、皮膚の表皮であることを特徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載
の皮膚類型の判別方法。
【請求項９】
　皮膚体質群のうちグループ１の場合、皮膚が正常な皮膚に比べて低い水分量および高い
粗さのうちいずれか一つ以上を有するものと予測される、請求項４～８のいずれか一項に
記載の皮膚類型の判別方法。
【請求項１０】
　皮膚体質群のうちグループ２の場合、皮膚が正常な皮膚に比べて高い水分量および高い
弾力のうちいずれか一つ以上を有するものと予測される、請求項４～８のいずれか一項に
記載の皮膚類型の判別方法。
【請求項１１】
　皮膚体質群のうちグループ３の場合、皮膚が正常な皮膚に比べて高い水分量、高い油分
量、高い粗さおよび高い弾力のうちいずれか一つ以上を有するものと予測される、請求項
４～８のいずれか一項に記載の皮膚類型の判別方法。
【請求項１２】
　皮膚体質群のうちグループ４の場合、皮膚が正常な皮膚に比べて低い水分量、低い油分
量および低い弾力のうちいずれか一つ以上を有するものと予測される、請求項４～８のい
ずれか一項に記載の皮膚類型の判別方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に記載された内容は、皮膚の体質による皮膚類型を判別する新規な方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚は、外部から順に、表皮、真皮、皮下脂肪組織の３つの層に大きく区分され、外部
環境からの物理的、化学的な刺激から人体を保護する機能をするが、特に、皮膚は人体が
持っている約６５～７０％の水分が体外へ蒸発することを調整する。その中でも表皮は、
外部から角質層、顆粒層、有棘層、基底層の順に区分されるが、表皮の角質層は、約１０
～２０％の水分を含有し、人体の最外殻に存在して体内からの水分蒸発を抑制する一方、
外部からの物質の過剰浸透を遮断する（Ｊ．　Ｉｎｖｅｓｔ．　Ｄｅｒｍａｔｏｌ　８０
（Ｓｕｐｐｌ．），　４４～４９，　１９８３）。こうした角質層を構成している細胞に
は、水溶性成分である高濃度の天然保湿因子（Ｎａｔｕｒａｌ　Ｍｏｉｓｔｕｒｉｚｉｎ
ｇ　Ｆａｃｔｏｒ，　ＮＭＦ）が存在して、皮膚が柔軟性を示すように作用することはも
ちろん、適切な水分を維持できるように助ける（Ｊ．　Ｉｎｖｅｓｔ．　Ｄｅｒｍａｔｏ
ｌ．　５４，２４～３１，　１９７０）。
【０００３】
　しかし、人によって、皮膚の温度、厚さ等、体質が異なるので、こうした内的要因によ
り、人ごとに皮膚の水分および油分量や、弾力性、粗さなど、皮膚体質に差が生じること
があり、外的要因として環境の変化あるいは生活パターンの変化、社会生活において発生
する各種ストレスや、環境汚染、化粧習慣に伴う頻繁な洗顔および年齢増加に伴う自然的
な皮膚老化等によっても、角質層の水分が減少して皮膚が乾燥し、表面が荒れるようにな
り、皮膚が潤いを失ってくすんで見える等の現象が発生する。また、個々人の皮膚体質と
いった内的要因によって、外的要因の皮膚への影響力に差が発生したりもする。
【０００４】
　したがって、根本的な皮膚類型の維持および改善のためには、皮膚の体質を把握し、そ
れに合った方法を選択することが必要である。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】Ｊ．　Ｉｎｖｅｓｔ．　Ｄｅｒｍａｔｏｌ．　８０（Ｓｕｐｐｌ．）、
４４～４９，　１９８３．
【非特許文献２】Ｊ．　Ｉｎｖｅｓｔ．　Ｄｅｒｍａｔｏｌ．　５４，２４～３１，　１
９７０．
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、皮膚体質によって皮膚類型を判別する新規な方法を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために、本発明の一実施例は、皮膚の温度および厚さを測定するこ
とを含む皮膚類型を判別する方法を提供する。
【０００８】
　また、本発明の一実施例は、
　（ａ）対象皮膚の温度および厚さを測定するステップ；
　（ｂ）測定値が属する皮膚体質群を決定するステップ；および、
　（ｃ）皮膚体質群に応じて皮膚類型を予測するステップを含む皮膚類型判別方法を提供
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する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の方法は、皮膚の温度と厚さの測定のみで、皮膚の水分感、油分量、粗さ、弾力
等の皮膚類型を簡単に予測することができるという効果を提供する。
【００１０】
　これにより、予測された皮膚類型結果を利用して、皮膚類型に合った化粧品および医薬
品を選択することができ、また、その使用量、使用順序、使用時期等を決定することがで
きる。
【００１１】
　また、手軽に皮膚類型を管理および維持することができ、所望する皮膚状態へと根本的
に補完、改善することができる。したがって、これを化粧品および医薬分野において多様
に活用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施例による方法であって、皮膚の温度および厚さを測定し、それに
よる皮膚の水分量の差を示した図である。
【図２】本発明の一実施例による方法であって、皮膚の温度および厚さを測定し、それに
よる皮膚の油分量の差を示した図である。
【図３】本発明の一実施例による方法であって、皮膚の温度および厚さを測定し、それに
よる皮膚の粗さの差を示した図である。
【図４】本発明の一実施例による方法であって、皮膚の温度および厚さを測定し、それに
よる皮膚の弾力の差を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本明細書において、「皮膚」とは、動物の体表を覆う組織を意味するものであって、顔
またはボディ等の体表を覆う組織だけでなく、頭皮や毛髪を含む最広義の概念である。
【００１４】
　以下、本発明について詳細に説明する。
【００１５】
　本発明の一実施例は、皮膚の温度および厚さを測定することを含む、皮膚類型を判別す
る方法を提供する。
【００１６】
　また、本発明の一実施例は、
　（ａ）対象皮膚の温度および厚さを測定するステップ；
　（ｂ）前記測定値が属する皮膚体質群を決定するステップ；および、
　（ｃ）皮膚体質群に応じて皮膚類型を予測するステップ；
を含む方法により皮膚類型を判別してよい。
【００１７】
　また、本発明の一実施例として、前記方法は、ステップ（ａ）の前に、
　（ａ）´皮膚類型に応じて複数の皮膚体質群に分け、各皮膚体質群の皮膚類型の特性を
あらかじめ決定しておくステップ；をさらに含んでよい。
【００１８】
　皮膚体質群は、たとえば、正常な皮膚温度および皮膚の厚さである、皮膚温度が３０℃
超過３１℃未満、皮膚の厚さが３ｍｍ 超過３．５ｍｍ未満である場合を基準として分け
ることができる。前記皮膚温度および厚さの範囲を基準点とすると、皮膚体質群は、
　皮膚の温度が基準点以下で、かつ皮膚の厚さが基準点以上であるグループ１；
　皮膚の温度が基準点以上で、かつ皮膚の厚さが基準点以下であるグループ２；
　皮膚の温度が基準点以上で、かつ皮膚の厚さが基準点以上であるグループ３；および
　皮膚の温度が基準点以下で、かつ皮膚の厚さが基準点以下であるグループ４；
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を含んでよい。
【００１９】
　本発明の一実施形態の方法によって決定される皮膚類型は、制限なしに区別し得るあら
ゆる皮膚類型を含む。皮膚類型としては、たとえば、皮膚の水分感、油分量、粗さ、弾力
、炎症の程度、皮膚角質の程度、経皮水分損失量等がある。
【００２０】
　本発明の一実施例による方法において、測定対象となる皮膚は、特に制限されず、顔、
手、頭皮等の他、身体の体表を覆うあらゆる組織すべてを含む。また、皮膚の構造のうち
、表皮や真皮だけでなく、皮下脂肪を含んでよい。
【００２１】
　このとき、対象皮膚の温度および厚さを測定する方法は、特に限定されず、当業界にお
いて一般的に使用されるあらゆる方法によって測定されてよい。
【００２２】
　本発明の一実施例によれば、皮膚の温度の程度によって、皮膚類型を予測してよい。た
とえば、皮膚の温度が基準温度よりも低ければ皮膚の水分感が正常な皮膚に比べて低く、
温度が基準温度よりも高ければ水分感が正常な皮膚に比べて高いものと予測してよい。ま
た、皮膚の温度が基準温度よりも低ければ正常な皮膚に比べて油分量が低く、基準温度よ
りも高ければ皮膚の油分量が正常皮膚に比べて高いものと予測してよい。さらに、皮膚の
温度が基準温度よりも低ければ正常な皮膚に比べて皮膚の弾力が低く、基準温度よりも高
ければ皮膚の弾力が正常な皮膚に比べて高いものと予測してよい。
【００２３】
　本発明の他の一実施例によれば、皮膚の厚さの程度によって、皮膚類型を予測してよい
。たとえば、皮膚の厚さが基準厚さよりも薄ければ正常な皮膚に比べて油分量が低く、基
準厚さよりも厚ければ皮膚油分量が正常な皮膚に比べて高いものと予測してよい。また、
皮膚の厚さが基準厚さよりも薄ければ正常な皮膚に比べて皮膚の粗さが少なく、基準厚さ
よりも厚ければ皮膚の粗さが正常な皮膚に比べて大きいものと予測してよい。さらに、皮
膚の厚さが基準厚さよりも薄ければ正常な皮膚に比べて皮膚の弾力が低く、基準厚さより
も厚ければ皮膚の弾力が正常な皮膚に比べて高いものと予測してよい。
【００２４】
　したがって、本発明の一実施例によれば、対象皮膚が皮膚体質群のうちグループ１に属
するならば、皮膚が正常な皮膚に比べて低い水分感および高い粗さのうちいずれかを有す
るものと予測することができ、グループ２に属するならば、皮膚が正常な皮膚に比べて高
い水分感および高い弾力のうちいずれかを有するものと予測することができる。
【００２５】
　また、対象皮膚が皮膚体質群のグループ３に属するならば、皮膚が正常な皮膚に比べて
高い水分感、高い油分量、高い粗さおよび高い弾力のうちいずれか一つ以上を有するもの
と予測することができ、グループ４に属するならば、皮膚が正常な皮膚に比べて低い水分
感、低い油分量および低い弾力のうちいずれか一つ以上を有するものと予測することがで
きる。
【００２６】
　このように、本発明の皮膚類型判別方法による場合、皮膚の温度と厚さ等の測定のみで
皮膚体質を把握して、皮膚の水分感、油分量、粗さ、弾力等の皮膚類型を簡単に予測する
ことができるという効果を提供する。
【００２７】
　これにより、本発明による方法で皮膚類型予測することにより、皮膚類型に合った化粧
品または医薬等の種類および使用方法を選択することができ、皮膚類型を維持または向上
させることが容易である。
【００２８】
　以下、本発明について、以下の実施例および実験例を通じて説明する。実施例および実
験例は本発明をより詳細に説明するためのものであり、本発明の範囲は、以下の実施例の
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範囲に制限されるものではない。
【００２９】
　また、この技術分野における通常の知識を有する者であれば、誰でもこの発明の技術思
想の範疇を遺脱することなく、添付した特許請求の範囲内において多様な変形および模倣
が可能であることは明白な事実である。
【００３０】
　皮膚類型によって皮膚体質群として分け、各皮膚体質群の皮膚類型特性をあらかじめ決
定するために、実施例１～４を実施した。
【００３１】
［実施例１］皮膚の温度および厚さによる水分量の測定
　皮膚の温度および厚さによる水分量を測定する実験を実施した。
【００３２】
　皮膚の水分量は、ｉｎ　ｖｉｖｏ類型において静電容量（ｃａｐａｃｉｔａｎｃｅ）を
測定する機器であるＣｏｒｎｅｏｍｅｔｅｒ　ＣＭ　８２５（Ｃ＆Ｋ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎ
ｉｃ　ＧｍｂＨ，　Ｇｅｒｍａｎｙ）を利用して測定した。測定の前に、実験対象者の皮
膚を洗浄剤で洗顔後、恒温恒湿室（２０～２１℃、４８～５０％）で２０分間安静後、評
価を遂行した。顔面部の頬正面を３回測定して平均値を求めた。
【００３３】
　測定の結果、図１に示されたところのように、温度が基準点３０℃未満である皮膚は、
皮膚の水分量が約３４～３８Ｓｋｉｎ　Ｃａｐａｃｉｔａｎｃｅ（Ａ．Ｕ．）と非常に低
く測定され（図１の水分＿寒）、温度が３２℃で基準点以上である皮膚は、皮膚の水分量
が約４３～４６Ｓｋｉｎ　Ｃａｐａｃｉｔａｎｃｅ（Ａ．Ｕ．）と高く測定された（図１
の水分＿熱）。
【００３４】
　また、皮膚の厚さが基準点３．５ｍｍ以上である皮膚は、皮膚の水分量が約４１～４６
Ｓｋｉｎ　Ｃａｐａｃｉｔａｎｃｅ（Ａ．Ｕ．）（図１の水分＿厚）、皮膚の厚さが基準
点３ｍｍ未満である皮膚は、皮膚の水分量が約４３～４５Ｓｋｉｎ　Ｃａｐａｃｉｔａｎ
ｃｅ（Ａ．Ｕ．）と測定された（図１の水分＿薄）。
【００３５】
　前記結果を総合すると、皮膚の水分量は、主に皮膚の温度に影響を受け、皮膚の温度が
基準点以下であるグループ１およびグループ４は、正常な皮膚に比べて低い水分感を有し
、皮膚の温度が基準点以上であるグループ２およびグループ３は、正常な皮膚に比べて高
い水分感を有するものと予測することができる。
【００３６】
［実施例２］皮膚の温度および厚さによる油分量の測定
　皮膚の温度および厚さによる油分量を測定する実験を実施した。
【００３７】
　皮膚の油分量は、Ｓｅｂｕｍｅｔｅｒ（ＭＰＡ５８０，　Ｃ＋Ｋ，　Ｇｅｒｍａｎｙ）
を利用して、半透明Ｓｅｂｕｍ　ｔａｐｅを実験対象者の皮膚表面に接触して付着する皮
脂量を光学的反射原理により測定した。測定時ごとに半透明Ｓｅｂｕｍ　ｔａｐｅを交換
して使用し、皮膚測定後に示される数値をμｇ／ｃｍ２で表示した。本実験においては、
同一位置の皮膚表面を１回測定して得られた値を測定値として使用した。
【００３８】
　測定の結果、図２に示されたところのように、温度が基準点３０℃未満である皮膚は、
皮膚油分量が約１３～２０Ｓｅｂｕｍ　ｃｏｎｔｅｎｔ（Ａ．Ｕ．）と非常に低く測定さ
れ（図２の油分＿寒）、温度が３２℃で基準点以上である皮膚は、皮膚の油分量が約２５
～２９Ｓｅｂｕｍ　ｃｏｎｔｅｎｔ（Ａ．Ｕ．）と比較的高く測定された（図２の油分＿
熱）。
【００３９】
　また、皮膚の厚さが基準点３．５ｍｍ以上である皮膚は、皮膚の油分量が約３２～４１
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Ｓｅｂｕｍ　ｃｏｎｔｅｎｔ（Ａ．Ｕ．）と非常に高く測定され（図２の油分＿厚）、皮
膚の厚さが基準点以下の３ｍｍ未満である皮膚は、皮膚の油分量が約１２～１９Ｓｅｂｕ
ｍ　ｃｏｎｔｅｎｔ（Ａ．Ｕ．）と非常に低く測定された（図２の油分＿薄）。
【００４０】
　前記結果を総合すると、皮膚の油分量は、皮膚の温度および厚さの両方に影響を受け、
特に、皮膚の厚さに大きな影響を受けることを意味する。したがって、皮膚の温度が基準
点以上であり、かつ皮膚の厚さが基準点以上であるグループ３は、正常な皮膚に比べて高
い油分感を有し、皮膚の温度が基準点以下であり、かつ皮膚の厚さが基準点以下であるグ
ループ４は、正常な皮膚に比べて低い油分感を有するものと予測することができる。
【００４１】
［実施例３］皮膚の温度および厚さによる皮膚の粗さの測定
　皮膚の温度および厚さによる皮膚の粗さを測定する実験を実施した。
【００４２】
　皮膚の粗さは、光の３次元皮膚測定機器であるＰＲＩＭＯＳ（Ｐｈａｓｅｓｈｉｆｔ　
Ｒａｐｉｄ　Ｉｎ　ｖｉｖｏ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｏｆ　Ｓｋｉｎ，　ＧＦＭｅｓ
ｓｔｅｃｈｎｉｋ　ＧｍｂＨ，　Ｇｅｒｍａｎｙ）を利用して、各評価時点において顔面
部位を測定することにより行われた。ＰＲＩＭＯＳの３次元測定は、皮膚に投影されたｐ
ａｒａｌｌｅｌ　ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎ　ｓｔｒｉｐｅｓが皮膚表面の高さの差に応じて
変化することを利用して測定することができ、皮膚の粗さは、その変化の程度を併せて接
続されたコンピュータ上で定量的に計算して得ることができる。このとき、変数の値が大
きくなれば、皮膚のキメが粗いことを意味する。
【００４３】
　測定の結果、図３に示されたところのように、温度が基準点３０℃未満である皮膚は、
皮膚の粗さが約３～４Ｒａ（μｍ）と測定され（図３の皮膚のキメ＿寒）、温度が３２℃
で基準点以上である皮膚は、皮膚の粗さが約２～４Ｒａ（μｍ）と類似に測定された（図
３の皮膚のキメ＿熱）。
【００４４】
　また、皮膚の厚さが基準点３．５ｍｍ以上である皮膚は、皮膚の粗さが約４～１０Ｒａ
（μｍ）と高く測定され（図３の皮膚のキメ＿厚）、皮膚の厚さが基準点以下の３ｍｍ未
満である皮膚は、皮膚の粗さが約３～９Ｒａ（μｍ）と比較的低く測定された（図３の皮
膚のキメ＿薄）。
【００４５】
　前記結果を総合すると、皮膚の粗さは、主に皮膚の厚さに影響を受けることを意味する
。したがって、皮膚の厚さが基準点以上であるグループ１およびグループ３は、正常な皮
膚に比べて高い粗さを有し、皮膚の厚さが基準点以下であるグループ２およびグループ４
は、正常な皮膚に比べて低い粗さを有するものと予測することができる。
【００４６】
［実施例４］皮膚の温度および厚さによる皮膚の弾力の測定
　皮膚の温度および厚さによる皮膚の弾力を測定する実験を実施した。
【００４７】
　皮膚の弾力性は、Ｃｕｔｏｍｅｔｅｒ　ＭＰＡ５８０を利用して測定した。Ｃｕｔｏｍ
ｅｔｅｒ　ＭＰＡ５８０は、陰圧により皮膚を吸引して、真皮層の弾力度を測定して評価
する機器であって、ｃｈａｍｂｅｒ／ｐｒｏｂｅを介して４５０ｍｂの陰圧で皮膚に適用
する。本実験においては、同一位置の皮膚表面に、各部位ごとに３回ずつ反復測定して、
その平均値を測定値として使用した。
【００４８】
　測定の結果、図４に示されたところのように、温度が基準点３０℃未満である皮膚は、
皮膚の弾力が約２５～３２（Ａ．Ｕ．）と低く測定され（図４の弾力＿寒）、温度が３２
℃で基準点以上である皮膚は、皮膚の弾力が約３０～３６（Ａ．Ｕ．）と比較的高く測定
された（図４の弾力＿熱）。
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　また、皮膚の厚さが基準点３．５ｍｍ以上である皮膚は、皮膚の弾力が約３２～３９（
Ａ．Ｕ．）と測定され（図４の弾力＿厚）、皮膚の厚さが基準点以下の３ｍｍ未満である
皮膚は、皮膚の弾力が約３０～３４（Ａ．Ｕ．）と測定された（図４の弾力＿薄）。
【００５０】
　前記結果を総合すると、皮膚の弾力は、皮膚の温度および厚さの両方に影響を受け、特
に、皮膚の温度に大きな影響を受けることを意味する。したがって、皮膚の温度が基準点
以上であるグループ２は、正常な皮膚に比べて高い皮膚の弾力を有し、皮膚の温度が基準
点以下であり、かつ皮膚の厚さが基準点以下であるグループ４は、正常な皮膚に比べて低
い皮膚の弾力を有するものと予測することができる。
【００５１】
［実施例５］皮膚類型判別実験
　本発明による皮膚類型判別方法に基づき、３５±１．４歳の成人女性５０名を対象とし
て、顔の皮膚の温度および厚さをそれぞれ測定した。このとき、皮膚の温度は、ＩＲカメ
ラを利用して画像写真をイメージ解析して測定し、皮膚の厚さは、専門家のｐｉｎｃｈ　
ｔｅｓｔと専用スケールを使用して測定した。
【００５２】
　測定後、皮膚の温度が基準点（３０℃ 超過 ３１℃未満）、皮膚の厚さが基準点（３ｍ
ｍ 超過 ３．５ｍｍ未満）である正常な皮膚の温度および厚さを有する女性を除き、残っ
た女性のうち２名を選別して、本発明の一実施形態による皮膚類型の判断方法に従って皮
膚類型を判別し、それを確認した。
【００５３】
　まず、皮膚の温度が３２℃、皮膚の厚さが２．８ｍｍと測定された成人女性Ａの場合、
皮膚の温度が基準点以上で、かつ皮膚の厚さが基準点以下であるので、グループ２と判断
され、皮膚の高い水分量および高い皮膚の弾力のうち一つ以上を有するものと予測された
。そして、実際に皮膚の水分量と弾力度を測定した結果、皮膚の水分量が約４４（Ａ．Ｕ
．）、弾力が約３０（Ａ．Ｕ．）と測定されたため、いずれも正常な皮膚よりも高い水分
量と弾力を有するものと示された。したがって、本発明の一実施例に係る方法により皮膚
の温度、厚さといった皮膚体質から予測した皮膚類型が実際に測定した結果とほぼ一致す
ることを確認することができた。
【００５４】
　また、皮膚の温度が３２℃、皮膚の厚さが３．５ｍｍと測定された成人女性Ｂの場合、
皮膚の温度が基準点以上で、かつ皮膚の厚さが基準点以上であるので、グループ３と判断
され、皮膚の高い水分量、高い油分量、高い粗さおよび高い弾力のうち一つ以上を有する
ものと予測された。そして、実際に皮膚の水分量と弾力度を測定した結果、皮膚の水分量
が約４５（Ａ．Ｕ．）、油分量が約３４（Ａ．Ｕ．）、粗さが約７Ｒａ（μｍ）、弾力が
約３５（Ａ．Ｕ．）と測定されたため、正常な皮膚よりも高い水分量と油分量を有し、高
い粗さと弾力を有するものと示された。したがって、本発明の一実施例に係る方法により
皮膚の温度、厚さといった皮膚体質から予測した皮膚類型が実際に測定した結果とほぼ一
致することを確認することができた。
【００５５】
　このように、本発明に係る皮膚類型の判別方法によれば、皮膚体質に伴う皮膚の水分量
、油分量、皮膚の粗さおよび弾力性等の皮膚類型を容易に予測することができる。
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